
(57)【要約】
【課題】重金属の除去を確実、かつ効率よく行って、再利用製品である液体肥料の低価格
化および品質の一定化。
【解決手段】有機性廃棄物と植物系資材を混合攪拌するとともに、高温・高圧により蒸煮
する。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 機 性 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 を 混 合 攪 拌 す る と と も に 、 高 温 ・ 高 圧 に よ り 蒸 煮 し て 、 液 体 肥
料 を 構 成 す る 液 状 体 と 植 物 系 資 材 由 来 の 未 分 解 固 形 炭 化 物 に 分 離 し な が ら 、 有 機 性 廃 棄 物
に 含 ま れ る 重 金 属 を 前 記 未 分 解 固 形 炭 化 物 に 吸 着 除 去 さ せ て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 液
体 肥 料 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
植 物 系 資 材 が 木 質 系 資 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 肥 料 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 性 廃 棄 物 か ら 液 体 肥 料 を 得 る た め の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
有 機 性 廃 棄 物 を 利 用 し て 液 体 肥 料 、 肥 料 、 飼 料 等 の 再 利 用 製 品 を 製 造 す る 場 合 に は 、 有 機
性 廃 棄 物 に 含 ま れ る 重 金 属 を 除 去 す る 必 要 が 有 る 。
前 記 重 金 属 を 含 む 有 機 性 廃 棄 物 と し て 、 水 産 系 の 有 機 廃 棄 物 が 代 表 的 で あ る 。
従 来 で は こ の よ う な 有 機 性 廃 棄 物 は 、 す べ て 産 業 廃 棄 物 と し て 廃 棄 処 理 さ れ て い た が 、 最
近 で は 、 こ の 有 機 性 廃 棄 物 を 再 利 用 す る こ と が 試 み ら れ て い る 。
重 金 属 を 含 む 有 機 性 廃 棄 物 の 再 利 用 に お け る 技 術 と し て 、 例 え ば 下 記 の も の が 提 案 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ ７ ８ ２ ５ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ２ ０ 〕 ～ 〔 ０ ０ ２ ２ 〕 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ６ － １ ０ ６ １ ５ ５ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ２ １ 〕 ～ 〔 ０ ０ ３ ６ 〕 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ７ ７ ０ ０ ９ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ２ ３ 〕 ～ 〔 ０ ０ ３ ９ 〕 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 技 術 に お い て は 、 魚 介 類 加 工 残 渣 の 破 砕 工 程
、 薬 品 添 加 に よ る ｐ Ｈ 調 整 工 程 、 固 形 物 と 液 状 物 へ の 分 離 工 程 、 液 状 物 と ゼ オ ラ イ ト の 接
触 工 程 （ 重 金 属 除 去 工 程 ） 、 液 状 物 か ら ゼ オ ラ イ ト を 分 離 さ せ る 工 程 、 ゼ オ ラ イ ト が 分 離
さ れ た 液 状 物 の 薬 品 添 加 に よ る 中 和 工 程 、 と い う 多 く の 工 程 を 要 し て お り 、 つ ま り 、 こ の
工 程 に 必 要 な 薬 品 、 処 理 時 間 、 設 備 等 に よ る 処 理 コ ス ト に よ り 、 再 利 用 製 品 で あ る 液 体 肥
料 の 価 格 設 定 を 高 く せ ざ る を 得 な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 技 術 に お い て も 、 再 利 用 製 品 の 完 成 ま で に は 、 １ １
の 工 程 を 要 し て い る こ と か ら 、 前 記 と 同 様 に 製 品 の 価 格 設 定 を 下 げ る こ と は で き な い も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る 技 術 に お い て は 、 微 生 物 に よ る も の で あ る の で 、 そ の
微 生 物 の 培 養 お よ び 重 金 属 の 除 去 に は 相 当 の 時 間 を 要 す る 上 に 、 微 生 物 が 良 好 に 働 け る 環
境 を 相 当 時 間 保 持 管 理 す る 必 要 が 有 り 、 こ の 保 持 管 理 が 確 実 に 行 わ れ な い 場 合 に は 、 微 生
物 の 重 金 属 除 去 機 能 が 不 安 定 に な っ て 、 再 利 用 製 品 の 品 質 を 一 定 に 保 て な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
す な わ ち 、 現 状 提 案 さ れ て い る 技 術 で は 、 再 利 用 製 品 の 低 価 格 化 お よ び 品 質 の 一 定 化 に つ
い て 改 良 点 が 残 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 重 金 属 の 除 去 を 確 実 、 か つ 効 率 よ く 行 っ て 、 再 利 用 製 品 で あ る 液 体 肥 料
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の 低 価 格 化 お よ び 品 質 の 一 定 化 を 課 題 と し 、 こ の 課 題 を 解 決 す る 重 金 属 を 含 む 有 機 性 廃 棄
物 か ら の 液 体 肥 料 製 造 方 法 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 下 記 の 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
そ の 技 術 的 手 段 は 、 有 機 性 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 を 混 合 攪 拌 す る と と も に 、 高 温 ・ 高 圧 に よ
り 蒸 煮 し て 、 液 体 肥 料 を 構 成 す る 液 状 体 と 植 物 系 資 材 由 来 の 未 分 解 固 形 炭 化 物 に 分 離 し な
が ら 、 有 機 性 廃 棄 物 に 含 ま れ る 重 金 属 を 前 記 未 分 解 固 形 炭 化 物 に 吸 着 除 去 さ せ て 製 造 す る
こ と を 特 徴 と す る 液 体 肥 料 製 造 方 法 に し た こ と で あ る 。 （ 請 求 項 １ ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 願 発 明 は 、 水 産 系 類 、 動 物 系 を 含 む 有 機 性 廃 棄 物 か ら 液 体 肥 料 を 得 る も の で あ る が 、 特
に 、 食 物 連 鎖 に よ り 重 金 属 を 最 も 多 く 含 む 魚 介 類 の 有 機 性 廃 棄 物 か ら 液 体 肥 料 を 得 る た め
に 極 め て 有 効 な も の で あ る 。
魚 介 類 の 有 機 性 廃 棄 物 は 、 例 え ば 、 イ カ ゴ ロ （ イ カ の 内 臓 ） 、 ホ タ テ ウ ロ （ 中 腸 腺 ） 、 魚
類 の 内 臓 、 小 魚 等 、 加 工 時 に お い て 製 品 と し て 使 用 で き な い 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 願 発 明 で い う 重 金 属 と は 、 例 え ば 、 カ ド ミ ウ ム 、 ク ロ ム 、 マ ン ガ ン 、 コ バ ル ト 、 ニ ッ ケ
ル 、 水 銀 、 砒 素 、 鉛 等 で あ る 。
ま た 、 本 願 発 明 で い う 植 物 系 資 材 と は 、 例 え ば 、 お が 屑 、 木 材 樹 皮 、 木 材 チ ッ プ 等 の 木 質
系 資 材 （ 請 求 項 ２ ） や 、 籾 殻 や 麦 殻 等 の 農 産 系 資 材 が 挙 げ ら れ る 。
特 に 、 木 質 系 資 材 に お い て は 、 伐 採 や 加 工 時 に 産 業 廃 棄 物 と し て 処 理 さ れ る も の を 使 用 す
る こ と が で き る た め 、 廃 棄 物 の 再 利 用 と し て 有 効 な も の で あ る 。
ま た 、 本 願 発 明 で い う 高 温 ・ 高 圧 で の 蒸 煮 は 、 １ ７ ０ ℃ 以 上 の 温 度 、 ７ ８ ４ ｋ Ｐ ａ を 超 え
る 圧 力 と す る 水 蒸 気 に よ り 行 う こ と が 望 ま し く 、 好 適 に は １ ８ ０ ℃ 以 上 の 温 度 、 ９ ８ ０ ｋ
Ｐ ａ 以 上 の 圧 力 と す る 水 蒸 気 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 願 発 明 の 方 法 は 、 有 機 性 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 を 混 合 攪 拌 し な が ら 高 温 ・ 高 圧 で 蒸 煮 す る
こ と に よ る 単 一 工 程 で の 加 熱 ・ 加 水 分 解 で あ る 。
以 下 、 本 願 発 明 に お け る 単 一 工 程 で 行 わ れ る 液 体 肥 料 の 生 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
高 圧 で の 加 熱 ・ 加 水 が 行 わ れ る と 、 有 機 性 廃 棄 物 に 結 合 し た 化 合 物 と し て 存 在 す る 重 金 属
と た ん ぱ く 質 を 切 断 す る と と も に 、 重 金 属 お よ び た ん ぱ く 質 の 分 解 を 促 進 す る 。
ま た 、 高 圧 で の 加 熱 ・ 加 水 が 行 わ れ る と 、 植 物 系 資 材 は 炭 化 し て 重 金 属 の 吸 着 効 果 が 向 上
し 、 植 物 系 資 材 に 含 ま れ る た ん ぱ く 質 の 分 解 を 促 進 す る 。
つ ま り 、 重 金 属 は 分 解 に よ り 吸 着 さ れ や す い 状 態 に 変 化 し 、 植 物 系 資 材 は 重 金 属 を 吸 着 し
や す い 状 態 に 変 化 す る た め 、 重 金 属 の 吸 着 効 率 お よ び そ の 確 実 性 が 極 め て 高 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 高 圧 で の 加 熱 ・ 加 水 時 に は 、 有 機 分 解 物 を 含 有 す る 液 状 体 と 、 植 物 系 資 材 由 来 の 未 分
解 固 形 炭 化 物 が 得 ら れ る 。
こ こ で 得 ら れ た 液 状 体 に は 、 有 機 性 廃 棄 物 中 の た ん ぱ く 質 の 分 解 の 過 程 で 生 成 さ れ る ア ミ
ノ 酸 を 含 む チ ッ ソ 、 リ ン 、 カ リ 等 の 有 機 物 質 と 、 植 物 系 資 材 中 の た ん ぱ く 質 の 分 解 の 過 程
で 分 離 さ れ た リ グ ニ ン 、 分 解 さ れ た セ ル ロ ー ス 、 ヘ ミ セ ニ セ ル ロ ー ス 、 グ ル コ ー ス 、 キ シ
ロ ー ス 等 の 糖 分 、 防 虫 ・ 防 腐 効 果 を 有 す る フ ェ ノ ー ル 等 の 有 機 物 質 が 含 有 さ れ る 。
そ し て 、 植 物 系 資 材 が 木 質 系 資 材 で あ れ ば 前 記 し た こ れ ら に 加 え て 防 虫 ・ 防 腐 効 果 を 有 す
る 木 酢 液 が 含 有 さ れ る 。
つ ま り 、 こ こ で 得 ら れ た 液 状 体 は 、 肥 料 と し て 必 要 な 有 機 物 質 及 び 防 虫 ・ 防 腐 効 果 を 有 す
る 有 機 物 質 が 含 有 さ れ 、 し か も 重 金 属 が 除 去 さ れ た 液 体 肥 料 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 有 機 性 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 の 投 入 時 に は 、 必 要 に 応 じ て 任 意 に 肥 料 成 分 調 整 材 を 混
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入 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 高 圧 蒸 気 発 生 装 置 と 挿 通 さ れ た 圧
力 釜 状 の 処 理 室 内 に 攪 拌 装 置 を 内 蔵 し た 構 造 の も の が 挙 げ ら れ る 。
こ の 装 置 に よ る 液 体 肥 料 の 製 造 を 説 明 す る と 、 処 理 室 に 有 機 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 を 投 入 し
て 処 理 室 を 密 閉 状 態 と す る 。
こ の 状 態 に お い て 攪 拌 装 置 を 作 動 さ せ て 有 機 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 を 攪 拌 す る と 同 時 に 、 高
圧 蒸 気 発 生 装 置 か ら 高 圧 蒸 気 を 処 理 室 内 に 連 続 的 に 投 入 す る 。
す る と 、 処 理 室 内 に お い て 、 前 記 し た よ う に 分 解 さ れ た 有 機 物 質 を 含 む 液 状 体 と 未 分 解 固
形 炭 化 物 と に 分 離 さ れ な が ら 、 重 金 属 が 未 分 解 固 形 炭 化 物 に 吸 着 さ れ る 。
処 理 終 了 後 、 放 圧 し 、 液 状 体 と 未 分 解 固 形 炭 化 物 と を 分 離 す る こ と に よ り 、 液 体 肥 料 が 得
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
液 状 体 と 未 分 解 固 形 炭 化 物 と の 分 離 に 関 し て は 、 例 え ば 、 両 者 を フ ィ ル タ ー に か け て 、 未
分 解 固 形 炭 化 物 を フ ィ ル タ ー で 捕 獲 し 、 液 状 体 の み を 自 然 落 水 さ せ て 分 離 す る 方 法 、 ま た
は 、 例 え ば 、 遠 心 分 離 機 を 用 い て 強 制 的 に 分 離 さ せ る 方 法 等 、 液 体 と 固 体 を 分 離 す る も の
す べ て の 方 法 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
本 実 施 例 で は 、 有 機 性 廃 棄 物 を イ カ ゴ ロ と し 、 植 物 系 資 材 を 木 質 系 資 材 で あ る お が 屑 と し
て 液 体 肥 料 を 得 た 試 験 結 果 を 例 示 す る 。
本 試 験 に お け る 各 条 件 は 下 記 の と お り で あ り 、 こ の 条 件 で 得 た 液 体 肥 料 の 肥 料 成 分 （ チ ッ
ソ 、 リ ン 、 カ リ ） お よ び カ ド ミ ウ ム 含 有 量 を 下 記 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
使 用 有 機 廃 棄 物
イ カ ゴ ロ ： ２ ０ ０ ｋ ｇ
カ ド ミ ウ ム 含 有 量 ： ３ ６ ． ６ ６ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ
使 用 植 物 系 資 材 （ 木 質 系 資 材 ）
お が 屑 （ 杉 ） ： １ ５ ｋ ｇ （ 含 有 水 分 ３ ０ ％ ）
蒸 気 条 件
飽 和 蒸 気
圧 力 ： １ ７ ６ ４ ｋ Ｐ ａ ～ １ ９ ６ ０ ｋ Ｐ ａ
温 度 ： １ ８ ０ ℃ （ 缶 内 温 度 ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
表 １ の 結 果 か ら 、 こ の 実 施 例 で 得 ら れ た 液 状 体 に は 肥 料 成 分 が 含 有 さ れ 、 カ ド ミ ウ ム の 含
有 量 が 大 き く 減 少 し て い る こ と が 証 明 さ れ た 。
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つ ま り 、 本 実 施 例 の 方 法 に よ り 得 ら れ た 液 状 体 は 、 液 体 肥 料 と し て 使 用 で き る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 ※ 印 の 数 値 は 、 ス ケ ソ ウ タ ラ の 有 機 性 廃 棄 物 （ 内 臓 、 エ ラ 、 骨 等 ） を 用 い て イ カ ゴ
ロ と 同 様 の 方 法 で 得 ら れ た 液 体 肥 料 の 肥 料 成 分 を 参 考 例 と し て 示 し て い る 。
こ の ス ケ ソ ウ タ ラ の 場 合 に は 、 カ ド ミ ウ ム 含 有 量 の 測 定 は 行 わ な か っ た が 、 そ の 含 有 量 は
イ カ ゴ ロ と 同 等 の 含 有 量 に な る も の と 推 察 さ れ る 。
ま た 、 前 記 し た イ カ ゴ ロ お よ び ス ケ ソ ウ タ ラ 以 外 に 、 ホ タ テ ウ ロ を 用 い た 場 合 に お い て も
得 ら れ る 液 状 体 は 、 イ カ ゴ ロ お よ び ス ケ ソ ウ タ ラ と 同 様 に 液 体 肥 料 と し て 使 用 で き る も の
で あ る と 推 察 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た と お り 、 本 発 明 は 、 有 機 性 廃 棄 物 と 植 物 系 資 材 と を 混 合 し な が ら 高 圧 ・ 高 温
で 蒸 煮 す る と い う 単 一 工 程 で 、 肥 料 成 分 を 有 し 、 重 金 属 の 含 有 量 が 大 き く 減 少 し た 液 体 肥
料 を 得 る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 重 金 属 の 除 去 が 確 実 、 か つ 効 率 よ く 行 わ れ 、 再 利 用 製 品 で あ る 液 体 肥 料 の 低
価 格 化 お よ び 品 質 の 一 定 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 に 加 え て 、 伐 採 や 加 工 時 に 産 業 廃 棄 物
と し て 処 理 さ れ る 、 お が 屑 、 木 材 樹 皮 、 木 材 チ ッ プ 等 を 使 用 す る こ と が で き る た め 、 廃 棄
物 の 再 利 用 と し て 極 め て 有 効 で あ る 。
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